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桑に發生する菌類の一新種に就て

遠藤保太郞
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最も烈しく共他附近に散在する桑園凡そ一町歩に亘り多少の稜生を見たと云ふ。

2．寄　生　状　況

　坂井氏によれば、本菌はヒ月上旬頃から現れ、最初は桑條の下部に起り次第に上方へ及ぶもので共

傅播の速なること驚くべき程であると。而して共の獲生の最も烈しかつた桑園は畦問四尺五寸株聞二

尺五寸の密植で・それに牛蓼、里芋などを間作してあり、日當り風通しが不良である。EPち斯の如き

環境が護病の誘因をなしたものと推察される。

　本菌は葉の上面にも下面にも殆ど一様に生じ、叉枝條の表面にも見られる。（第一圖）寄生は全く表

面的であつて認め得べき菌綜も無く、寄主の組織も攣色共他著しい病微を現さない。た慨繭面に黒色

細鮎状の柄子穀を散在して居るのみである。即ち本菌の獲生による寄主の被害は極めて輕微であつて

特別病害と見倣すべき程のものではない。

　伺桑園に間作された牛勢の葉にも桑と同様に護生しb里芋には之を見なかつたと云へば、本菌は桑

固有の軍種寄生菌ではなく多種寄生菌のやうである。
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　叉本菌の附着せる桑葉を慧児に給與した結果に就て坂井氏は食振り不良にして普通桑葉を輿へたる

ものに比し鐙休綾小の感ありと報ぜられたが他に著しき悪影響無きものの如くである。
　　　ノ
　從て本菌の護生は置用的方面からは重大覗するの要なきも、從來記載されなかつた一新種として學

術上興味あるものであ　　　つ　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　其の構造は菌懸
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綜の蔓延を見られるで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柄子殼は黒色扁
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る。（第二圖3）　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　第　　二　　圖　は僅に激個を認む

るに過ぎなv・。而して葉の表も裏も枝條の表面も大休同じ様に散布してゐる。

　柄子殻の大さは岐阜縣産のものが直径280－430μ雫均350／1和歌山縣産のものでlt　260－－450y・で、爾

者に於て大差を認めなV・。

　柄子殼の殼壁は直径50－100｛・位の大形細胞から成立ち、各細胞の境界は制然として魑甲歌を呈して

居る。

　柄子殼中には無藪の柄子を含む。但し小柄の存在は明かでない。柄子は軍胞楕圓形若くは球形で被
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和三年八月六日より翌七日に亘

第　　三　　圖　　　　　　　　　　　　り行つた傷合には、窒温24時間後既
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　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　に大多数D磯芽を見た。磯芽管は柄r・の一端若

　　　　　　第四圓　　　　酬撒り陥が屡唄の冴ミ端よ妙しくそれ

　　　柄子及び其磯芽釈態　　　　 た厨から獲芽する、併し構の側面から磯芽すぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことはない。磯芽管の大さは可なり不同で、小

　　　　　　　　　　　　’1　　　　　　　　形の柄子からは細いもの大形の柄生子からは太、
　　　　　　⑨　＠　SC’・｝、　　　蝿のが鵬が、鞠3唯の太さである。娠

　　　　⑨＠　㊥　　　論囎課難饗綴灘「獣鷲

⑨＠．＠⑳　　蹴q輝るものなどが見られ礁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・種　の　同　定

　　一　　　　　　　　　　　．本菌は灘紋隔膜をそなへ・柄子殻のみを形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成するから不完全菌綱に騰するヒと朋かであ

が球形無ロ孔で黒褐色を是する牛ξ徴からPho－

maeeae，に編入さるべきものである。

　又柄子の翠胞にして着色せる黙でll’hacof　p．．

　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　OIrl・　eに鵬する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　而して柄子殻が個々分離して生じ表生的で子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坐を欠き、口孔も無く全体李1骨なること、柄子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は箪胞、曙色、球形なること等の條件からCo－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　niot，hyrina騰のものと断定すべきである。

　かくて本購には桑に磯生する上記の如き菌は未知のもの故蝕に新しくCollio七hyri1：a　Mory　y’Y－

endo，　sp、　llov・と命名する。　　　　　　　　　　　　（昭和6年12月2Z日受｝lll）


